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本日の流れ
1. 炭素市場とは

2. 炭素市場と先住民族の慣習地の権利の関係
3. 何故炭素市場は誤った気候変動対策であるのか？

4. 真の気候変動対策とは？
5. 出版物

2



1972 
スウェーデン、ストックホ

ルムで国連人間環境会議（

ストックホルム会議）

1987 
環境と開発に関する世界

委員会（WCED）
我ら共有の未来（Our
Common Future）/
ブルントラント報告書

ー「持続可能な開発」

1992 リオで地球サミット1988 
気候変動に関す

る政府間パネル

（IPCC）
1990  
IPCC第1次評価報告書：

人間活動による排出は、

温室効果ガスを大幅に増

加させる。

国際条約を要求

1992 国連気候変動枠組
条約（UNFCCC）

2015 

パリ協定

1997 
京都議定書：

クリーン開発メカ
ニズム（CDM）
- UNFCCCの下で
国際的なカーボン

オフセット制度が
採用された

….… ….…

2013 
UNFCCCの下で
REDDプラスの
枠組みがワルシ
ャワで採用

炭素市場の簡単な歴史

• UNFCCCの下で作られた炭素市場のような誤った気候変動対策が多く存在
• クリーン開発メカニズム（CDM）は、先進国の京都議定書下での排出削減義務の遵守を支援するために設立
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Net zero means that the 

polluter will continue to 

emit carbon so long as 

they can offset those 

emissions from the 

atmosphere by the same 

amount in other places.
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Offsets do not actually 

reduce the atmospheric 

concentrations of carbon 

dioxide. 
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Source: https://www.foei.org/wp-
content/uploads/2021/02/Friends-of-the-earth-
international-carbon-unicorns-english.pdf

自然な
CO₂排出

気候変動を止めるため

蛇口を閉める

人間活動による
CO₂排出

自然の土地と海の炭素吸収
（今機能している排出方法）

設計された、
自然の”ネガティブ”
排出
（試されておらず不
確実な排出方法）

IPCCによるバスタブ図。このグラフはバスタブを用いて、”自然な炭素循環”として定義している活発な炭素と、循環
しない一方的な”化石炭素”を区別している。この図は”設計された自然の”ネガティブ”排出”による排出が信頼できない
ものであることを正確に表している。
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Carbon offsetカーボンオフセット

炭素排出

炭素排出＝カーボンオフセット

カーボンオフセット

どのようにカーボンオフセットが機能しているか

おそらく

１CO₂オフセット＝１メトリックトンのCO₂削減
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カーボンクレジット
• 一定期間内に一定量のCO₂を排出できるクレジット権をクレジット保有者に与える
、取引可能な許可証または証明書

• 炭素権（炭素を豊富に含む生態系または人工炭素貯蔵に対する権利）の保有者は支
払いを受ける

• 排出権の購入者が支払いを行う
• CO₂排出量の多い企業は、排出権保有者に、排出する見返りとして支払いを行い、
その炭素が自然（または人工）のシステム内で（大気から）長期間分離されること
を保証する

• カーボンクレジット = 炭素の負債。今負債を返済すれば、後で汚染しても構わない
• クレジットは、温室効果ガスの排出を回避および/または除去したとされる活動/プ
ロジェクトによって生成されたものとみなされる

• 削減された排出; 回避された排出（パリ協定第6条では解決されていない）
• 太陽光や風力エネルギー施設の設置、森林破壊の抑制または停止、植林、生態系の
回復など。プロジェクトの設計はそれぞれ異なる
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炭素市場
２種類のカーボン市場:

1. 規制：「キャップ・アンド・
トレード」排出量取引制度

–排出許可証の購入

1. 規制なし: 自主的な炭素市場
–カーボンオフセットクレジ
ットの購入

森林炭素、ブルーカーボン（マン
グローブ、海草、塩性湿地）、土
壌炭素

CO2排出

> 許容量

キャップアンドトレード/排出量取引制度

工場A 工場B

CO2排出

< 許容量
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Net zero

Source: https://demandclimatejustice.org/wp-
content/uploads/2020/10/NOT_ZERO_How_net_zero_targets_disguise_climate_inaction_FINAL.
pdf

ネットゼロの誤り（本当のゼロではない）
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炭素詐欺
• コンセプト: アイディア、発想、計画 vs. 科学的な事実
アイディアを出すことはできるが、排出削減の事実は作り出せない

• 炭素隔離は化石燃料の燃焼によるCO₂排出の回避や除去になっているのだろうか？

• もし炭素隔離の取り組みが失敗したら何が起きるか？（森林火災？）

• 自然生態系内の炭素の蓄積量をどどうやって正確に定量化するのか？

• 炭素を本当に所有しているのは誰？国家？民間のカーボンライセンス保有者？地域社会？
国民？

• 森林や繊細な生態系は、炭素のみで成り立っているわけではない。生物多様性を含み、社
会的、文化的、遺産的、生計手段的な価値がある。生態学的機能を果たし、災害リスクを
軽減している
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先住民族の慣習的土地の権利

● 先住民族の慣習的土地権利または所有権は、伝統的な慣習および慣習法の権

威から得られた権利であり、広く認められており、先住民族コミュニティのメ

ンバーにより施行されいる

● これらは、法律に基づいて国が発行した文書に基づく権利で、近代の文書によ

る土地所有権とは異なる

● (文書による土地所有権: 18 世紀の産業革命の始まりにおける西ヨーロッパの囲
い込み運動）

● 領土性、境界、先祖伝来の遺産、継続的な居住、天然資源の持続可能な管理、

土地との文化的、精神的な繋がり

● 領土には、家族所有の農地や森林地帯のほか、森林、河川、その他の水域、墓

地、聖地、その他の土地利用など、集団的権利に基づく共有地も含まれる
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先住民族の慣習的土地の権利

連邦憲法とマレーシアの司法制度

● マレーシアの司法は、先住民族の慣習的な土地権利について以下のように認定：

● 財産権 –連邦憲法第8条
● 生命と生活の権利 -連邦憲法第5条
● 各州には先住民族の土地の権利を保護する受託者義務がある。

● 3つの地域における先住民族、土地、森林、保護、その他の天然資源に関する既存の政策
と法律は、司法判断と連邦憲法との整合性を確保するために緊急に改革されなければな

らない。
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先住民族の慣習的土地の権利
● 権利に先住民共同保護区としての資格や地位を示す文書がない場合、国はそれを土地使用権、つまり

土地を使用し利益を得る権利であると誤って解釈する傾向があり、土地自体の所有権とは解釈しない

。その土地は国有地とみなされる。

● 土地所有権の発行や保護区の登録は積極的に行われていない。政府はよく、透明性、協議、コミュニ

ティの同意なしに、先住民族の慣習的領土の規模と境界を独自の方法で一方的に決定する

● コミュニティの権利は、多くの場合、土地にある作物や建築物に限定されており、土地自体の所有権

は含まれない。(司法ー財産権)
● 先住民族の土地では、伐採、植林、採鉱、その他の資源採取の許可が国から自由に発行される

● 森林が生産林または保護地域として保護される場合、自由意思による、事前の、十分な情報に基づく

同意（FPIC）または適切な補償金の支払いなしに、権利が消滅、縮小、または厳しく規制される可能
性がある

● 先住民族のコミュニティは通常、先祖代々受け継いできた土地に留まるが（強制移住が行われない限

り）、同時にこれらの土地は侵入や土地収用に対して脆弱

● 結果:土地への権利の争議

14



気候変動に関する新しい法、サラワク州（Sarawak）

● 2015年森林条例
● 2022年森林条例（改正）条例

● 1958年土地法
● 2022年土地法（改正）条例

● 2022年土地（カーボン貯蔵ルール）

● 2023年環境（温室効果ガス削減）条例（サラワク自然資源・環境委員会（NREB）によ
り規制されている）

---

● 政策と法的管轄ー連邦政府または州政府？
15



2015年サラワク森林条例

● カーボンクレジット、炭素登録、カーボンスタンダードルール、炭素吸収源、炭素貯蔵

/GHF、炭素貿易、排出削減、森林炭素活動、温室効果ガス、NDC（温室効果ガスの排
出削減目標に対する国が決定する貢献）、パリ協定、検証、検証機関

● カーボンライセンスとは、森林炭素活動に対して与えられた許可

● 森林炭素活動：カーボンスタンダードに則した方法で行われる、排出削減に繋がる活動

、アクション、プロジェクトなど全般を指す

● 現在、森林農産物は「国有地や遠方の土地、内陸水域に存在する森林の炭素貯蔵や温室

効果ガス貯蔵」を含む



2015年サラワク森林条例
● 炭素隔離：自然または人工的な過程（例えばCO₂吸収のための植林など）や、大気中からCO₂を取り除いて固形又
は液化固定し、温室効果ガスが大気中に放出されるのを防ぐ

● 炭素吸収源：CO₂を含む化学化合物を集め、自然な形で明確な期限なく貯めておく自然または人工的な貯蔵空間の
こと。カーボン吸収源は森林、岩石、土壌、海洋により構成

● サラワクで貯蔵するための輸入された炭素 -二酸化炭素回収(活用)・貯留（CCS/CCUS）？

● 炭素または温室効果ガス蓄積量：木、木材製品、農産物、植物、木材や紙製品、その他地上生物圏の貯蔵源、土壌

、海洋、堆積物と地質の貯蔵源なども含んだ、生物的もしくは物理的システムに蓄積された炭素または温室効果ガ

ス（GHG）の量

● モノカルチャープランテーション（単一栽培）？

17



1958サラワク土地法

● 土地の定義は現在「地球上の土地の上空の空域」も含む

● 炭素貯蔵のための土地利用に許可を与える

● 規制と管理：

○ 炭素貯蔵のための土地の上空域または地中を含む範囲

○ 炭素貯蔵のための、廃止された石油やガス施設を含むどのような土地の利用も可

能

○ 炭素貯蔵の構築、設置、維持

○ 廃棄物の面積または高さが拡張された場合の、すでにまたは以前に同様の目的で

使用された場所での廃棄物の堆積物、処理、または貯蔵



先住民族の慣習的土地への影響
● 先住民族の慣習的土地への認知が低い場合、先住民族コミュニティはどのように炭素権所有者になれ

るのか？許可を伴う活動であるため、炭素権所有者になるためには土地所有権が法的に認知、保障

されている必要がある

● 国で行われているほとんどの炭素市場プロジェクトは、多くの場合先住民族の人々に経済的もしくは

他の恩恵をもたらさず、提供もされていない。（今日に至っても、土地所有権や保護区登録がない先

住民族の慣習的土地は、許認可された伐採や単一栽培、探鉱活動の場となっている）

● ほとんどの炭素市場プロジェクトは、許認可や契約によって炭素権保有者になりうる国家、企業、他

の民間関係者に利益がもたらされる。これは先住民族の慣習的土地の収奪を促進し、新しいタイプの

土地所有権の侵害を引き起きおこす

● 要塞化される保全：先住民族コミュニティの生活様式や慣習への新たな制限の導入（狩猟、森林産物

の収穫、移動農業／耕作）



先住民族の慣習的土地への影響

● 2023年：ボルネオ島のサラワクで提案されているプロジェクト：
炭素権保有者は単一作物事業の利権保有者でもある

● 2022年：ボルネオ島サバ：サバ州政府とホックスタンダード間で100
年間、200万haに及ぶ森林に関する自然保護協定（NCA）が協議や情
報公開がないまま結ばれた（先住民族コミュニティの代表により民事

訴訟が起こされた）



先住民族の慣習的土地の保護

● 炭素市場や誤った気候プロジェクトに依存せず、先住民族の慣習的土地保護に資金的な

支援を提供することは可能

● ほとんどの炭素市場プロジェクトは、先住民族の人々に資金面や他の意義のある恩恵を

含まず、提供もしていない。これらは先住民族の慣習的土地の権利を弱める。

● 企業が自然を資本化することは、気候危機を解決しない。むしろ悪化させる

● 気候資金の公的資金による支援が優先されるべき：

生態学的財政移転（ETF）、信託基金、国際気候基金、税と予算の改革、地元コミュニ
ティが管理する保護区の認知を高めるなど



ナラティブへの挑戦

● 国際的な気候アドボカシーと全国/地方の森林や先住民族の土地権利ア
ドボカシーの間にある知識ギャップ

○ 影響をうけるコミュニティにどのように炭素市場について説明す

るのか？

● 連邦政府と全国/地方の州関係者間の知識のギャップを埋めるという課
題

● 誤った気候変動対策の誘惑ー

「森林保全を通じて気候危機を解決すると、お金になります。」
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何故炭素市場は誤った
気候変動対策なのか？

1. 科学的根拠に基づいな
い

2. 残されたカーボンバジ
ェット（大気中に放出で
きるカーボンの量）は僅
か〜カーボンオフセッ

トをするためのスペース
はもう残っていない

3. 森林カーボンオフセ
ットのリスクは、コミュ
ニティと国に対して恩恵
よりも害をもたらす

4. 地球工学（ジオエンジ
ニアリング）のような、
さらに危険でリスクが高
い気候変動対策に道を開
く

5. 投機的、詐欺的、およ
び犯罪行為になりやすい：
サブプライムカーボン、カ
ーボンバブル、カーボン取
引犯罪
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1. カーボンオフセットは科学的根拠に基づいていない

• 炭素市場は、化石燃料燃焼か
ら生じる炭素と、植物、土壌

、森林に貯蔵される炭素は同

じに扱えると想定している

• 基本的な違い：
• 日々の炭素循環サイクル
• 化石燃料による炭素排出
ー恒久的に隔離されていた地球

の炭素貯蔵庫からの排出

• 「地層圏（に封じ込まれた大
量の炭素）を生態圏に持ち込

むことはできない。」

大気

バイオマス
カーボン

大気

化石
燃料

生
物
起
源 非
生
物
起
源
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気候変動に関する政
府間
パネル（IPCC）:

• 2022年: 緩和 -
CO₂除去は大幅
な排出削減の代
替になりません
。

• 2023年: 現在の
ペースでは、カ
ーボンバジェッ
トはあと11 ～
12 年で使い切
ってしまう

2. カーボンバジェットの限界ー
カーボンオフセットをするためのスペースはもう残っていない
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• 炭素植民地

３. 森林カーボンオフセットは良いことよりも害をもたらす



回収・貯留（CCS）付き
バイオエネルギー（BECCS）

炭素回収・活用・貯留
（CCUS）

ソーラージオエンジニアリン
グ/太陽放射（惑星規模）

ソーラージオエンジニアリング/太陽
放射はCO₂除去技術ではない

4. 炭素市場はさらに危険でリスクが高い誤った対策を生み出す
• 気候工学（ジオエンジニアリング）ー地球の気候システムに大規模に介入する方法
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5. サブプライムカーボン、カーボンバブル、カーボン取引犯罪

Source: https://redd-monitor.org/2022/04/11/toucans-crypto-layer-on-top-of-carbon-offsets-is-expanding-the-market-for-toxic-hot-air/
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本当の気候変動対策：サラワク州マルディの
コミュニティ森林管理と農生態学トレーニングセンター
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本当の気候変動対策：
コミュニティ森林管理 (CFM)
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本当の気候変動対策：
アグロエコロジー
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Perubahan Iklim: Historical responsibilities
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Watch on Youtube https://www.youtube.com/watch?v=6zP0L69ielU&t=3s

どの国が気候変動に歴史的責任があるか？
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出版物
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出版物
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TERIMA KASIH!
ありがとうございました！
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Sahabat Alam Malaysia 
https://foe-malaysia.org/

https://foe-malaysia.org/

